
目
次

ま
え
が
き　

う
つ
×
支
え
る
人
「
ら
し
さ
」
を
中
心
と
し
た
自
立
支
援　
　

２

第
１
章　
「
助
け
て
」
の
サ
イ
ン
と
は

「
う
つ
病
は
心
の
風
邪
」
と
い
う
言
葉
へ
の
誤
解　

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―　

10

「
う
つ
病
の
家
族
が
い
る
」
と
い
う
条
件
を
含
め
た
将
来
設
計　

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―　

12

う
つ
病
生
活
を
支
え
る
た
め
に
必
要
な
「
３
つ
の
道
具
」　

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―　

18

一
人
だ
け
で
抱
え
込
ま
な
い
た
め
に
は　

――
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―　

22



第
２
章　

自
分
の
ニ
ー
ズ
と
相
手
の
ニ
ー
ズ
は
イ
コ
ー
ル
で
は
な
い

う
つ
病
の
人
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
コ
ツ　

――
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―　

30

う
つ
病
の
人
に
、
自
分
（
支
え
る
人
）
の
考
え
や
気
持
ち
を
ど
う
や
っ
て
伝
え
る
か　

――
―
―
―　

33

う
つ
病
を
支
え
る
第
一
歩
は
「
現
状
を
受
け
い
れ
る
」
こ
と　

――
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―　

40

自
分
の
家
庭
だ
け
が
（
悪
い
意
味
で
）
特
別
な
の
で
は
、
と
思
っ
て
い
な
い
か
？　

――
―
―
―
―　

46

第
３
章　

気
持
ち
を
言
葉
に
す
る
こ
と
の
大
切
さ
と
難
し
さ

家
族
だ
か
ら
・
伴
侶
だ
か
ら
と
自
分
を
追
い
込
ま
な
い　

――
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―　

56

家
族
と
自
分
は
チ
ー
ム
と
し
て
働
く

⇔

共
依
存
の
危
険　

――
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―　

58

家
族
と
の
相
互
理
解
（
事
情
、
感
情
、
不
安
、
問
題
）　

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―　

62

家
族
の
う
つ
病
を
理
解
で
き
な
い
（
甘
え
？　

怠
け
？
）　

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―　

66

機
能
不
全
（
関
係
、
家
族
）　

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―　

70



気
持
ち
を
言
葉
に
す
る
こ
と
の
大
切
さ
と
難
し
さ　

――
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―　

75

身
近
な
人
の
う
つ
病
（
そ
の
他
精
神
疾
患
）
は
、
自
分
に
ど
ん
な
影
響
を
も
た
ら
す
の
か　

――
―　

81

第
４
章　

支
え
る
人
の
セ
ル
フ
ケ
ア
力
が
家
族
を
守
る

世
帯
主
（
主
な
収
入
源
）
が
ゼ
ロ
に
な
っ
た
ら　

――
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―　

88

社
会
的
サ
ポ
ー
ト　

――
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―　

95

障
害
年
金
の
基
礎
知
識　

――
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―　

103

偏
見
・
思
い
込
み
対
策
（
対
自
分
・
対
社
会
・
対
う
つ
病
）　

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―　

112



第１章

「助けて」のサインとは

第
５
章　

う
つ
病
患
者
を
支
え
る
家
族
の
方
へ

う
つ
病
当
事
者
を
受
け
い
れ
る
に
は　

――
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―　

118

「
家
族
が
う
つ
病
に
な
っ
た
」
先
の
未
来
を
生
き
て
い
く
に
は　

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―　

120

も
し
も
「
死
に
た
い
」
と
言
わ
れ
た
ら　

――
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―　

122

忘
れ
な
い
で
ほ
し
い
「
自
愛
の
心
」　

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―　

125

あ
と
が
き　
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